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　寝屋漁港の

さかなまつり

会場内で、今年

で11回目を迎

えた恒例の神

奈川県山
やま

北
きた

町
まち

物産展が開催

されました。

　清見オレンジや足柄茶などの特産品が並ぶテント

は、毎年楽しみにしているという常連客などで賑わ

いました。

　秋には山
やま

北
きた

町
まち

のイベントで、寝屋産の鮭や岩船米

などの旧山北町の物産販売による交流を進めるとと

もに人と人との絆を深めます。

　

毎
年
見
事
な
花
を
咲
か
せ
る
校
庭
の
桜
。
幹
回
り
が

２
ｍ
を
超
え
る
巨
木
を
は
じ
め
と
す
る
14
本
の
桜
の
木

が
、
校
庭
を
ピ
ン
ク
色
に
染
め
上
げ
ま
す
。

　

児
童
ら
は
、
例
年
よ
り
少
し
遅
く
満
開
と
な
っ
た
桜

を
観
な
が
ら
給
食
を
食
べ
、
心
と
お
腹
を
満
た
し
た
一

日
と
な
り

ま
し
た
。

　地元物産直

売所「名水の里

おおごと」が今

年のオープン

を迎え、市内外

から約60人が

訪れました。

　この直売所

は、平成の名水百選の「吉祥清水」を汲みに訪れる人に、

地域の特産品も味わってもらいたいと集落有志が平成

21年に開設したものです。

　この日は、地元の山菜や加工品をふんだんに盛り込

んだ「お楽しみ袋」や「メープル入りコーヒー」も用意さ

れ、雨にも関わらず、用意した品々が完売する大盛況で

した。

　直売所は、11月末まで毎週日曜日に開設されています。

　このコーナーは、市内の協働の取り

組みや話題・活動などを紹介します。

町名「山北町」が縁の物産交流会を開催
５月４日㈯　神奈川県山北町との交流会実行委員会

名水と地元の特産品はいかがですか
４月21日㈰　大毎集落

満
開
の
桜
の
下
で
全
校
お
花
見
給
食
会

４
月
23
日
㈫　

小
川
小
学
校

花
い
っ
ぱ
い
の
神
納
東
に

４
月
28
日
㈰　

神
納
東
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

「
皆
の
者
、出
陣
じ
ゃ
」

４
月
21
日
㈰　

本
庄
繁
長
公
没
４
０
０
年
祭
実
行
委
員
会

　

昨
年
、
神
納
東
地
域
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
で
植
え
た
シ

バ
ザ
ク
ラ
が
、
４
月
後
半
か

ら
咲
き
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
約
60
人
が
参
加
し
、

シ
バ
ザ
ク
ラ
の
周
り
の
草
取

り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
取
っ
た
草

を
集
め
て
回
る
な
ど
、
自
分

か
ら
積
極
的
に
作
業
を
行
い
、

「
み
ん
な
の
想
い
で
、
神
納
東
小
学
校
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に

し
た
い
」
と
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
の
村
上
城
主
・
本

庄
繁
長
公
没
４
０
０
年
を
記
念

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
、
初
陣
の
地
で

あ
る
耕
雲
寺
（
門
前
）
で
、
大
勢

の
人
が
参
加
す
る
中
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

本
堂
で
の
４
０
０
回
忌
法
要
の

後
、
13
歳
の
繁
長
公
に
扮ふ

ん

し
た

竹
部
天か

な

た真
さ
ん
が
「
皆
の
者
出

陣
じ
ゃ
！
え
い
え
い
」
と
勇
ま
し

く
声
を
上
げ
る
と
、
参
加
者
は

「
お
う
お
う
」
と
応
え
、
出
陣
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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ふるさとの隠れた魅力を発見！ 
　　　　　　お不動様ハイキング
５月３日㈮　平林集落

みんなでがんばった「チャレンジ50」
５月11日㈯　村上第一中学校

春のひととき、茶会でおもてなし
５月５日㈰　朝日みどりの里

みんなでつくろう！自然あふれる公園を
５月11日㈯　特色のあるみどりの公園を造る会

　平林集落では、毎年この時期に地域の歴史資

源である要害山への登山を行っています。昨

年、集落事業で不動滝までの山道整備を行なっ

たこともあり、今年は目的地を不動滝までのハ

イキングに変更して開催しました。

　当日は、小学生から大人まで大勢の人が参加

し、約２㎞のハイキングを楽しみました。途中、

谷に降りて見る波滝を初めて見た人も多く、

「こんなきれいな滝があったのか」とその美し

さに驚き、「これからも環境を大切にしたい」と

話していました。

　毎年この時期、朝

日地区の茶道の各流

派が輪番で茶会を開

催しています。

　今年は、寿風会（裏

千家）と和楽庵（石州

流）が主体となって

催され、伝統的な作

法がしっかりと身に

付いた各流派の小中学生もおもてなしに一役買っていま

した。

　会場は静寂の中にも和やかな雰囲気に包まれ、参加し

た約240人が、茶席で春の訪れを感じていました。

　あらかわ総合運動公園を緑いっぱいの自然あふれる公

園にしようと、毎年開催してきた活動も、今年で11回目を

迎えました。

　今年度は樹木を植えるだけでなく、育てることにも意

識を持ってもらおうと、イベント名を「育樹を通じ、自然

を学ぶ日」と改め、地元小学生や緑の少年団など約300人

で植樹や草取りなどの作業を行いました。

　代表の佐藤巧さんは、「みなさんが大人になっても、自

分たちがこの公園に植樹したこと、育樹したことを忘れ

ずにいてほしい」と話していました。

正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
学
ぼ
う

５
月
８
日
㈬　

保
内
小
学
校　

３
年
生
を
対
象

に
し
た
自
転
車
教

室
が
開
催
さ
れ
、

交
通
安
全
指
導
員

か
ら
正
し
い
自
転

車
の
乗
り
方
や
交

通
ル
ー
ル
に
つ
い

て
講
習
を
受
け
ま

し
た
。

　

模
擬
コ
ー
ス
で

の
実
技
指
導
で
は
、
初
め
は
自
転
車
の
運
転
に
不

慣
れ
で
と
ま
ど
い
を
見
せ
て
い
た
児
童
も
、
終
わ

る
頃
に
は
上
手
に
自
転
車
を
乗
り
こ
な
し
、
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　学校とＰＴＡの

共催により、45・

50・55㎞のいずれ

かのコースを選ん

で歩く「チャレンジ

50」が実施されまし

た。

　 ま た 、こ の 行 事

は、３年前から交流

している福島県広

野中学校の支援を

目的としたチャリ

ティーイベント（生

徒会が主催）も兼ねています。

　途中、雨が降りだすという、あいにくの天候で

したが、生徒たちは、目標を達成しようとがん

ばって歩きました。


